
「信州学び円卓会議」の今後の方向性について

【事業概要】
○信州学び円卓会議

○県民意見交換会

○地域版信州学び円卓会議

【事業概要】

○関係団体相互の意見交換会（４回/年）

○信州学び円卓会議（１回/年）

○フォーラム（１回/年）

令和５年度 令和６年度 令和７年度～

検討・具体化フェーズ 実行フェーズ

「課題」や「論点」の洗い出し 「取組」や「連携・協働」の方向性・成果の共有

・課題や方策に係る議論
・学びの「新しい当たり前」を
共に創るメッセージを提言

・学びの当事者と意見交換
・課題の抽出及び県民全体の
機運醸成

・学びに関する勉強会
・各地域の課題の抽出及び
議論のきっかけづくり

・関係団体の取組状況・成果の共有
・取組に対する助言
・取組の効果検証

・取組主体となる団体相互の意見交換
・連携・協働のきっかけづくり
・具体的な連携・協働の模索

・県民へ取組状況、成果の発信
・メッセージの浸透
・県民全体の機運醸成

・長野県の教育や学びに係る課題や論点の
整理が完了

・今後は実行フェーズに向け、具体的な行
動を促すため、様々な主体の連携・協働
の促進を図る

・各主体の取組が開始し、メッセージが一定程度県下に浸透

・関係団体相互の連携が促進

・各主体が具体的な行動に移し、取組が県下に拡大

■令和６年度までにこれまでの議論に基づくメッセージを発信し、県民と方向性が共有された。
■令和７年度以降は実行フェーズとして、様々な主体の連携・協働の促進や取組状況の発信等に取り組み、県民全体の機運醸成を
図ることで、「学びの『新しい当たり前』を共に創る」ための取組を県下に拡大していく。
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資料３

予算要求ベース
※今後変更の可能性があります


